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でも役
やく
立
だ
つアイデアがたくさん詰

つ
まっています。

興▽▽
きょう
味
み
のあることから読

よ
んでみよう

構
こう
成
せい
は５つからなっており、読

どく
者
しゃ
自
じ
身
しん
が興

きょう
味
み
を持

も
って

いるところから読
よ
むことができます。

第
だい
１部

ぶ
の実

じっ
践
せん
報
ほう
告
こく
では、多

た
様
よう
性
せい
に富

と
んだ教

きょう
科
か
書
しょ
、学
がく
習
しゅう
者
しゃ

を対
たい
象
しょう
としたさまざまな現

げん
場
ば
の実

じっ
践
せん
的
てき
な漢

かん
字
じ
指
し
導
どう
が12例

れい

紹
しょう
介
かい
されています。各

かく
実
じっ
践
せん
報
ほう
告
こく
の最

さい
初
しょ
に、実

じっ
践
せん
校
こう
、クラス

目
もく
的
てき
、学
がく
習
しゅう
者
しゃ
数
すう
、レベル、国

こく
籍
せき
、使

し
用
よう
教
きょう
材
ざい
などが表

ひょう
として

提
てい
示
じ
してあるので、具

ぐ
体
たい
的
てき
な指

し
導
どう
方
ほう
法
ほう
を思

おも
い浮

う
かべながら

読
よ
み進

すす
めることができます。第

だい
２部

ぶ
では、学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の特

とく
性
せい
に

よる学
がく
習
しゅう
スタイルの違

ちが
いや、テスト作

づく
りなど理

り
論
ろん
的
てき
な視

し
点
てん

から５つのコラムが紹
しょう
介
かい
されています。漢

かん
字
じ
を指

し
導
どう
する上

うえ

で知
し
っておきたい知

ち
識
しき
がわかりやすくまとめてあります。

第
だい
３部

ぶ
は、教

きょう
師
し
が理

り
解
かい
しているようで見

み
落
お
としがちな、

学
がく
習
しゅう
者
しゃ
自
じ
身
しん
の漢

かん
字
じ
学
がく
習
しゅう
に対

たい
する気

き
持
も
ちが書

か
かれています。

６カ
か
国
こく
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
の率

そっ
直
ちょく
な声

こえ
を聞

き
き、教

きょう
室
しつ
活
かつ
動
どう
を振

ふ
り返

かえ
って

みると、教
きょう
師
し
が気

き
づいていなかったこともたくさん出

で
て

くるかもしれません。第
だい
４部

ぶ
では、８つの教

きょう
室
しつ
活
かつ
動
どう
が紹

しょう
介
かい

されています。図
ず
を使

つか
って活

かつ
動
どう
方
ほう
法
ほう
がわかりやすく説

せつ
明
めい

されており、教
きょう
材
ざい
準
じゅん
備
び
のちょっとしたコツなども書

か
かれて

います。巻
かん
末
まつ
は漢

かん
字
じ
教
きょう
材
ざい
、字
じ
典
てん
、Web教

きょう
材
ざい
、先

せん
行
こう
研
けん
究
きゅう
一
いち
覧
らん

などが挙
あ
げられており、読

どく
者
しゃ
が自

じ
分
ぶん
に必

ひつ
要
よう
な情

じょう
報
ほう
を得

え
る

ことができます。

実▽▽
じっ
践
せん
につなげよう

日
に
本
ほん
語
ご
を教

おし
えるとき、学

がく
習
しゅう
内
ない
容
よう
にまず興

きょう
味
み
を持

も
たせる

ということが、学
がく
習
しゅう
を継

けい
続
ぞく
させたり、理

り
解
かい
を促

うなが
すことに

つながります。漢
かん
字
じ
学
がく
習
しゅう
を学

がく
習
しゅう
者
しゃ
任
まか
せにせず、この本

ほん
で

紹
しょう
介
かい
されている実

じっ
践
せん
例
れい
や教

きょう
室
しつ
活
かつ
動
どう
例
れい
などを参

さん
考
こう
にしながら、

それぞれの現
げん
場
ば
にあった教

きょう
室
しつ
活
かつ
動
どう
のアイデアを考

かんが
えて

みましょう。

漢
かん
字
じ
は日

に
本
ほん
語
ご
を学

まな
ぶ上

うえ
で、重

じゅう
要
よう
な鍵

かぎ
の１つであることは、

教
きょう
師
し
・学

がく
習
しゅう
者
しゃ
共
きょう
通
つう
の見

けん
解
かい
ではないでしょうか。「日

に
本
ほん
語
ご
を

学
まな
ぶとき何

なに
が一

いち
番
ばん
難
むずか
しいですか」と質

しつ
問
もん
すると、「漢

かん
字
じ
が

一
いち
番
ばん
難
むずか
しい」と答

こた
える学

がく
習
しゅう
者
しゃ
も少

すく
なくありません。同

どう
時
じ
に、

「漢
かん
字
じ
がとても面

おも
白
しろ
い」、「漢

かん
字
じ
がもっと読

よ
めたり、書

か
けたり、

使
つか
えるようになりたい」と漢

かん
字
じ
への興

きょう
味
み
関
かん
心
しん
が高

たか
い学

がく
習
しゅう
者
しゃ

も多
おお
くいます。
しかしながら、時

じ
間
かん
が限

かぎ
られている実

じっ
践
せん
の現

げん
場
ば
では、

漢
かん
字
じ
学
がく
習
しゅう
＝暗

あん
記
き
と位

い
置
ち
づけられ学

がく
習
しゅう
者
しゃ
任
まか
せにしてしまう

ケースもあるかもしれません。
学
がく
習
しゅう
者
しゃ
からは、「どうやって漢

かん
字
じ
を覚

おぼ
えたらいいのか

よくわからない」、教
きょう
師
し
からは「楽

たの
しく漢

かん
字
じ
を学

まな
ばせたり、

教
おし
えたりする方

ほう
法
ほう
はないだろうか」という声

こえ
をよく耳

みみ
に

します。
本
ほん
書
しょ
は、漢

かん
字
じ
への理

り
解
かい
や記

き
憶
おく
を助

たす
けるためにはどう

したらいいんだろうか、学
がく
習
しゅう
意
い
欲
よく
を高

たか
めるようなクラス

活
かつ
動
どう
はないだろうか、など、漢

かん
字
じ
の実

じっ
践
せん
的
てき
な教

おし
え方

かた
や漢

かん
字
じ
・

語
ご
彙
い
習
しゅう
得
とく
についてもっと知

ち
識
しき
を深

ふか
めたいと思

おも
っている

教
きょう
師
し
に役

やく
立
だ
つ１冊

さつ
です。

さまざまなニーズに合
あ
わせた漢

かん
字
じ
の指

し
導
どう
例
れい
を数

かず
多
おお
く

紹
しょう
介
かい
しており、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
における漢

かん
字
じ
指
し
導
どう
にすぐに

実
じっ
践
せん
的
てき
な漢

かん
字
じ
指
し
導
どう
のアイデアが満

まん
載
さい

『日
に
本
ほん
語
ご
教
きょう
師
し
のための　実

じっ
践
せん
・漢

かん
字
じ
指
し
導
どう
』
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